
土地改良・切り語り

1 

生
産
要
素

　

土
地
改
良
は
農
業
生
産
性
の
向
上
・
維
持
の
阻
害
要

因
を
主
に
土
木
工
学
的
手
法
で
除
去
す
る
こ
と
に
あ
る

（
本
コ
ラ
ム
3
参
照
）。
そ
こ
で
原
点
に
立
ち
返
り
、
生

産
性
と
土
地
改
良
の
関
連
を
論
じ
る
。
た
だ
し
、
紙
面

の
都
合
上
、
個
別
生
産
者
の
ミ
ク
ロ
な
生
産
面
だ
け
に

焦
点
を
当
て
る（
注
1
）。

　

生
産
は
労
働
・
土
地
・
資
本
の
三
つ
の
生
産
要
素
の

組
合
せ
で
行
わ
れ
る
。
労
働
は
労
働
者
を
指
し
、
土
地

は
自
然
が
供
給
す
る
天
然
資
源
で
あ
る
。
資
本
は
「
生

産
さ
れ
た
生
産
要
素
」
と
い
わ
れ
長
期
間
に
渡
っ
て
使

用
さ
れ
る
も
の
で
、
物
的
資

本
（
機
械
や
設
備
な
ど
）
と

人
的
資
本
（
労
働
者
に
一
体

化
し
た
教
育
、
訓
練
、
経
験

を
通
じ
て
獲
得
す
る
技
術
を

含
む
知
識
や
技
能
）
に
分
け

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
産
要

素
と
し
て
の
「
労
働
」
は
労

働
の
量
を
意
味
し
、
労
働
の

質
は
「
資
本
」
に
分
類
さ
れ

る
。
生
産
者
は
、
表
1
の
よ

う
に
、
生
産
要
素
に
加
え
、

他
の
生
産
者
が
生
産
要
素
を

使
っ
て
生
産
し
た
原
材
料
な

ど
の
中
間
投
入
財
を
投
入
し

て
生
産
す
る
。
な
お
、
土
地

は
灌
漑
施
設
な
ど
（
土
地
合

体
資
本
と
呼
ば
れ
る
）
が
整

備
さ
れ
て
農
業
利
用
が
可
能

と
な
る
上
に
、
繰
返
さ
れ
る

使
用
に
よ
る
肥
沃
度
低
下
に

対
し
土
地
改
良
や
肥
料
の
投

入
が
必
要
に
な
る
。
農
地
は
純
粋
な
天
然
資
源
で
な
く

労
働
や
資
本
に
よ
り
改
良
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。 

2 

生
産
関
数
と
部
分
的
生
産
性

　

生
産
量
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
は
投
入
物
（
イ
ン
プ
ッ

ト
）
の
種
類
や
量
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
両
者
の
関
係
は

生
産
関
数
で
表
わ
さ
れ
る
。
経
済
学
で
は
労
働
投
入
量

と
資
本
投
入
量
と
広
義
の
技
術
進
歩
で
表
さ
れ
る
生
産

関
数（
注
2
）が
よ
く
使
わ
れ
る
。

　

生
産
量
＝
f（
広
義
の
技
術
進
歩
、
労
働
投
入
量
、

資
本
投
入
量
）…
生
産
関
数
の
式

　

土
地
の
果
た
す
役
割
の
小
さ
い
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

が
発
展
し
た
た
め
、
生
産
関
数
に
は
土
地
を
除
外
し
た

数
式
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
農
業
で
は
土
地
が
依

然
と
し
て
生
産
要
素
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
義
の
技
術
進
歩
が
な
く
労
働
・
資
本

の
質
の
変
化
も
な
い
場
合
、
一
定
の
生
産
量
を
実
現
す

る
最
適
の
労
働
と
資
本
の
投
入
量
の
組
合
せ
は
一
通
り

で
は
な
く
、
そ
の
組
合
せ
は
労
働
と
資
本
の
相
対
価
格

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
労
賃
上
昇
に
対
し
て
機
械
を
導
入

す
る
よ
う
に
、
相
対
的
に
割
高
な
生
産
要
素
を
減
ら
し

割
安
な
生
産
要
素
を
増
や
す
こ
と
を
要
素
代
替
と
い
う
。

ま
た
、
他
の
生
産
要
素
の
量
を
変
え
ず
に
、
一
つ
の
生

産
要
素
だ
け
を
増
加
さ
せ
る
と
、
生
産
量
は
増
加
し
て

も
増
加
分
は
次
第
に
小
さ
く
な
る（
収
穫
逓
減
の
法
則
）。

　

生
産
者
は
、
生
産
関
数
の
下
で
、
生
産
物
の
販
売
収

入
と
生
産
要
素
・
中
間
投
入
要
素
の
購
入
費
用
の
差
で

あ
る
利
潤
を
最
大
に
す
る
の
で
、
投
入
要
素
の
効
率
的

使
用
を
表
す
生
産
性
が
重
要
な
指
標
と
な
る
。
生
産
性

は
、
あ
る
単
位
期
間
に
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
総
量
を
、

そ
の
期
間
に
投
入
さ
れ
た
生
産
要
素
の
総
量
で
除
し
た

値
で
示
す
。
労
働
生
産
性
は
、
労
働
者
数
（
ま
た
は
労

働
者
×
労
働
時
間
）
に
よ
っ
て
、
生
産
量
（
ま
た
は
生

産
額
）
を
除
し
た
物
的
労
働
生
産
性
と
、
付
加
価
値
額

37
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表 1　生産に必要な投入物の区分
投入物 定義 投入要素名

生産することが
出来ない

土地 天然資源

生産要素
労働 労働の量

生産することが
出来る

資本
人的資本 労働の質（労働者に一体化した知識・技能）
物的資本 長期間に渡って使用される機械・設備等

中間投入物 短期間に使い切る原材料・燃料・肥料等 中間投入要素
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（
生
産
額
か
ら
他
企
業
か
ら
購
入
し
た
中
間
投
入
物
費

用
を
差
し
引
い
た
額
）
を
除
し
た
付
加
価
値
労
働
生
産

性
が
あ
る
。

　
資
本
生
産
性
は
付
加
価
値
額
を
保
有
す
る
設
備
・
機

械
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
額
（
減
価
償
却
累
計
額
を
引

い
た
値
）
で
除
し
て
算
出
す
る
。
同
じ
設
備
・
機
械
で

も
稼
働
率
や
利
用
頻
度
を
改
善
し
て
保
有
す
る
資
本
を

上
手
に
使
え
ば
、
資
本
生
産
性
は
向
上
す
る
。
農
業
で

は
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
米
収
量
五
〇
〇
㎏ 
と
い
っ
た

反
収
（
物
的
土
地
生
産
性
）
が
重
視
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
開
田
を
含
む
土
地
改
良
投
資
の
成
果
で
あ
る
か
ら
、

資
本
生
産
性
と
も
言
え
る
。

3 

全
要
素
生
産
性
と
広
義
の
技
術
進
歩

　

先
進
国
で
は
労
賃
が
高
い
の
で
労
働
生
産
性
向
上
が

重
視
さ
れ
る
。
要
素
代
替
だ
け
で
生
産
量
は
変
わ
ら
な

い
場
合
に
、
労
働
の
投
入
を
減
ら
せ
ば
労
働
生
産
性
は

上
昇
す
る
が
、
代
わ
り
に
機
械
台
数
を
増
や
す
の
で
資

本
生
産
性
は
下
落
し
、
中
間
投
入
物
で
あ
る
燃
料
の
投

入
量
も
増
加
す
る
。
こ
れ
で
は
、
生
産
全
体
が
効
率
的

な
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
労
働
と
資
本
の
生
産

性
が
共
に
上
昇
し
、
同
じ
（
ま
た
は
よ
り
少
な
い
）
量

の
労
働
・
資
本
・
中
間
投
入
財
の
投
入
で
も
よ
り
多
く

の
付
加
価
値
額
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
表
す
全
要
素
生
産

性
（TFP

：T
otal Factor Productivity

）
が
重
視

さ
れ
る
。
生
産
関
数
の
式
で
、生
産
量
（
付
加
価
値
額
）

の
増
加
は
生
産
要
素
で
あ
る
資
本
・
労
働
の
増
加
と「
広

義
の
技
術
進
歩
」
に
よ
る
か
ら
、
T
F
P
上
昇
の
源
泉

は
、「
広
義
の
技
術
進
歩
」
に
あ
る
（
本
コ
ラ
ム
26
参
照
）。

　
「
広
義
の
技
術
進
歩
」
に
は
、
中
間
投
入
物
で
あ
る

改
良
さ
れ
た
肥
料
・
農
薬
・
種
子
な
ど
の
導
入
の
他
に
、

効
率
生
産
・
省
エ
ネ
化
・
高
品
質
化
に
寄
与
す
る
よ
り

性
能
の
高
い
機
械
設
備
な
ど
の
資
本
の
質
の
向
上
が
あ

る
。
ま
た
、
教
育
訓
練
や
職
場
環
境
改
善
に
よ
る
労
働

者
の
ス
キ
ル
・
能
力
向
上
、
高
度
人
材
に
よ
る
革
新
的

な
製
品
の
生
み
出
し
と
い
っ
た
労
働
の
質
の
向
上
も
あ

る
。
更
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
経
営
革
新
、
生
産
に

付
帯
し
た
支
援
機
能
（
流
通
・
物
流
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
運
営
・
管
理
等
）
の
改
善
と
い
っ
た
経
営
の
質
の

向
上
も
、
規
制
緩
和
策
な
ど
の
政
策
変
更
も
T
F
P
に

影
響
す
る
。

4 

土
地
改
良
と
生
産
性

　

農
業
生
産
性
の
阻
害
要
因
除
去
と
い
う
土
地
改
良
の

目
的
は
、
究
極
的
に
は
設
備
投
資
や
経
営
環
境
の
改
善

に
よ
る
農
業
の
T
F
P
向
上
に
あ
る
。
過
去
に
本
コ
ラ

ム
で
論
じ
た
諸
点
を
踏
ま
え
、
生
産
性
向
上
の
視
点
か

ら
見
た
土
地
改
良
の
在
り
方
を
述
べ
て
本
稿
を
終
え
る
。

① 

農
地
は
天
然
資
源
の
土
地
で
は
な
く
て
、
土
地
合
体

資
本
（
土
地
改
良
）
と
不
可
分
で
あ
り
、
農
地
に
は

減
価
償
却
も
耐
用
年
数
も
あ
る
。

② 

農
業
労
働
力
の
逼
迫
へ
の
対
応
は
資
本
の
質
的
量
的

充
実
や
経
営
の
改
善
な
ど
が
基
本
で
あ
る
。

③ 
土
地
改
良
は
社
会
資
本
で
あ
る
以
前
に
農
業
と
い
う

産
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
で
あ
り
、

T
F
P
を
向
上
さ
せ
る
技
術
革
新
の
成
果
を
取
入
れ

る
役
割
も
あ
る
。
単
純
更
新
だ
け
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
（
本
コ
ラ
ム
2
）。

④ 

土
地
改
良
は
農
業
の
生
産
過
程
の
全
て
に
関
連
す
る

設
備
投
資
な
の
で
、
土
木
工
事
自
体
の
技
術
開
発
ば

か
り
で
な
く
、
品
種
・
肥
料
・
農
薬
、
農
業
機
械
、

農
業
経
営
な
ど
の
技
術
発
展
に
も
積
極
的
に
対
応
す

る
（
本
コ
ラ
ム
32
）。

⑤ 

農
産
物
の
品
質
改
善
や
新
た
な
作
物
の
導
入
・
転
換

は
、
販
売
価
格
を
高
め
付
加
価
値
額
の
上
昇
に
よ
る

T
F
P
向
上
に
結
び
付
く
の
で
、
対
応
す
る
土
地
改

良
技
術
開
発
と
事
業
推
進
に
努
め
る
。

⑥ 

受
益
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る
土

地
改
良
事
業
で
は
零
細
農
家
を
無
視
で
き
な
い
と
し

て
も
、
農
業
の
T
F
P
向
上
を
担
う
大
規
模
生
産
者

の
意
向
を
反
映
し
た
事
業
を
推
進
す
る
。

⑦ 

土
地
改
良
事
業
を
土
木
工
事
と
だ
け
捉
え
る
技
術
関

係
者
が
多
い
が
、
土
地
改
良
法
に
は
交
換
分
合
と
い

う
ソ
フ
ト
だ
け
の
事
業
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
も
農
業

生
産
性
の
阻
害
要
因
除
去
に
寄
与
す
る
事
業
で
あ
る
。

土
地
登
記
簿
の
確
認
な
ど
に
精
通
し
た
土
地
改
良
区

は
、
土
地
連
と
と
も
に
T
F
P
向
上
に
寄
与
す
る
経

営
規
模
拡
大
政
策
関
連
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
に
積
極

的
に
関
与
す
る
（
本
コ
ラ
ム
6
）。

⑧ 

農
地
と
居
住
地
が
混
在
す
る
我
が
国
で
は
、
土
地
改

良
工
事
を
生
活
イ
ン
フ
ラ
工
事
と
関
連
付
け
て
行
え

ば
農
業
側
の
経
費
が
削
減
で
き
、
資
本
生
産
性
を
高

め
る
。
用
排
水
路
・
農
道
整
備
や
区
画
整
理
な
ど
は

生
活
イ
ン
フ
ラ
と
の
積
極
的
な
結
合
供
給
を
進
め
る
。

⑨ 

今
後
の
土
地
改
良
事
業
は
地
球
環
境
へ
の
配
慮
な
ど

が
前
提
と
な
る
の
で
、
極
端
な
生
産
性
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、技
術
開
発
を
進
め
る
（
本
コ
ラ
ム
29
）。

【
注
1
】
生
産
性
を
高
め
生
産
拡
大
す
れ
ば
供
給
過
剰
と
な
り
価
格
下
落

と
い
っ
た
具
合
に
、
生
産
は
需
要
や
価
格
と
関
連
す
る
が
本
コ
ラ
ム
で

は
そ
れ
ら
を
一
定
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
も
あ
る
が
、
財

の
生
産
を
想
定
し
て
話
を
進
め
る
。
な
お
本
コ
ラ
ム
で
使
う
用
語
に
は

異
な
る
用
法
や
定
義
も
あ
る
こ
と
に
ご
留
意
願
い
た
い
。

【
注
2
】
コ
ブ
＝
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
関
数
と
言
わ
れ
る
。
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